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－くらしの情報－

－能津小学校－

決意を胸に未来へスタート！！



─広報ひだか２月号─　（2）（3）　─広報ひだか２月号─

　１月13日㈰、日高村社会福祉センターにて日高村成人式が行われ、46名の新成人が参加しました。
　式典では、まず新成人が一人ずつ紹介され、晴れ晴れとした姿を見せてくれました。
　厳粛な雰囲気の中、中野村長から新成人へお祝いの言葉が贈られ、来賓の壬生村議会議長から新成
人へ祝辞が述べられました。

　新成人代表の謝辞として、中山咲野さんが、
「いかなる障害をも恐れることなく、自らの
意思で判断し、責任ある行動を取ることがで
きる社会人になれるよう、今日ここにそろっ
た仲間と共に、不屈の精神で努力することを
誓います。」と、力強く成人の決意を述べま
した。
　式典終了後は、記念行事として、ビデオの
鑑賞会が行われました。
　このビデオは、新成人が小・中学校当時に
教わった先生方からのビデオレターで、先生
方からの心温まるメッセージが新成人へ届け
られました。

～1987（昭和62）年４月２日から
1988（昭和63）年４月１日生まれ、58名の新成人～

中山咲野さんによる成人者代表謝辞

成人としての決意を胸に

　

1
月
9
日
、
仁
淀
地
区
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会

年
始
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー

ド
は
毎
年
年
末
年
始
の
交
通
安
全
週
間
に
合
わ
せ
仁

淀
地
区
の
市
町
村
（
日
高
村
・
土
佐
市
・
い
の
町
）

の
交
通
安
全
指
導
員
で
組
織
す
る
同
協
議
会
が
関
係

市
町
村
役
場
・
警
察
署
等
を
回
り
、
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
る
運
動
で
す
。当
日
は
日
高
村
に
も
来
村
し
、

総
勢
21
名
の
指
導
員
を
代
表
し
て
、
坂
本
泰
助
同
協

議
会
日
高
村
支
部
長
か
ら
年
頭
の
挨
拶
が
さ
れ
、
気

持
ち
も
新
た
に
新
年
に
向
け
て
の
交
通
安
全
の
誓
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
卒
業
・
卒
園
等
が
あ
り
新
生

活
に
向
け
て
何
か
と
慌
し
い
時

期
と
な
り
ま
す
。
車
で
お
出
か

け
の
際
に
は
時
間
に
ゆ
と
り
を

持
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
早
朝
夜
間
等
に
歩
行
す

る
場
合
は
反
射
材
等
を
身
に
着

け
、
身
の
安
全
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

交通安全指導員協議会
年始パレード
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日
頃
よ
り
日
高
村
の
環
境
行
政
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
日
高
村
本
郷

妹
背
の
松
岡
秀
直
さ
ん
よ
り
「
不
法
投

棄
厳
禁
」
の
看
板
作
製
費
に
と
５
万
円

の
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

松
岡
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
「
日
高

の
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で
は
、
こ
れ

ま
で
会
の
活
動
の
中
で
妹
背
か
ら
錦
山

ゴ
ル
フ
場
へ
の
途
中
に
設
置
さ
れ
て
い

る
ゴ
ミ
か
ご
の
ゴ
ミ
の
片
付
け
等
を
定

期
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
清
掃
活

動
に
い
く
た
び
に
無
分
別
に
ゴ
ミ
か
ご

か
ら
溢
れ
て
い
る
ゴ
ミ
に
「
何
と
か
し

ご寄付をいただきありがとうございました。

販売場所　日高村役場企画課（　24－5113）

価　　格　１個　　　 円

新駅開業記念キーホルダー

好評発売中好評発売中好評発売中
　JR小村神社前駅が平成20年３月15日に開業し、上下
47本の普通列車全てが停車することになりました。こ
れを記念し、村では特製キーホルダーを販売しています。
どうぞ新駅開業記念品としてお買い求めください。

て
捨
て
る
人
の
意
識
を
変
え
る
方
向
に

持
っ
て
い
か
な
い
か
ん
」
と
の
考
え
か

ら
「
日
高
の
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で

ゴ
ミ
か
ご
を
撤
去
し
看
板
を
立
て
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、「
そ
れ
な
ら
」
と

松
岡
さ
ん
か
ら
看
板
作
製
に
対
し
て
の

寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、
今
回
り
っ
ぱ

な
看
板
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
日
高
の
川
を
美
し
く
す
る
会
」
で
は

12
月
18
日
に
出
来
た
看
板
を
運
動
公
園

入
り
口
・
妹
背
か
ら
ゴ
ル
フ
場
へ
の
道

筋
・
江
尻
の
川
沿
い
の
５
ヶ
所
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
「
日
高
の
川
を
美
し
く
す

る
会
」
で
実
施
し
た
村
内

パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
ゴ
ミ
が
不

法
投
棄
さ
れ
て
い
る
場
所
が

数
ヶ
所
わ
か
っ
て
い
ま
す

が
、
す
べ
て
寄
付
金
で
活
動

し
て
い
る
「
日
高
の
川
を
美

し
く
す
る
会
」
の
予
算
も
大

変
厳
し
く
、
思
う
よ
う
な
活

動
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
村
民
の
皆
様
も
環

境
と
い
う
こ
と
に
、
現
在
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
住
み
よ
い

未
来
に
む
け
て
よ
り
一
層
の

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ご寄付の御礼

＊元助役・渋谷長栄様の香典返し
として奥様・渋谷美奈子様より
ご寄付をいただきました。
＊伊野ライオンズクラブ様よりご
寄付をいただきました。
　志にそって有効に使用させてい
ただきたいと思います。
　どうもありがとうございました。



総務課

住民課

企画課

建設課

教育委員会

議会事務局

産業環境課

健康福祉課

保健センター

東部福祉館

東部児童館

能津出張所

土地改良区

開発公社

総務課

住民課

企画課

建設課

教育委員会

議会事務局

産業環境課

健康福祉課

保健センター

東部福祉館

東部児童館

能津出張所

土地改良区

開発公社

24－5113

24－5111

24－5113

24－5114

24－5115

24－7777

24－4647

24－5197
24－5112

24－7851

24－5440

24－5604

24－5141

24－5202

24－5331

24－5113

24－5111

24－5113

24－5114

24－5115

24－7777

24－4647

24－5197
24－5112

24－7851

24－5440

24－5604

24－5141

24－5202

24－5331

く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報

─広報ひだか２月号─　（4）（5）　─広報ひだか２月号─

　

２
月
17
日
㈰
13
時
か
ら
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
生
涯
学
習
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
表
彰
・
教
育
長
表
彰
式
に
引

き
続
き
、
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
、「
命
」。
命
の
大
切
さ
を
題
材

に
し
て
、
教
育
委
員
会
の
創
作
ビ
デ
オ
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
朗
読
、
高
知
市
内
の
劇
団

に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

　

お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

第
43
回

日
高
村
生
涯
学
習
大
会

（
ひ
だ
か
の
日
）の
お
知
ら
せ

田
中
順
子
ギ
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
３
月
８
日
㈯

　

開
場
18
時
30
分　

開
演
19
時

入
場
料

　

一
般　

１
、５
０
０
円（
当
日
２
、０
０
０
円
）

　

シ
ニ
ア
、
身
障
者
、
高
校
生
以
下

　
　
　
　

１
、０
０
０
円（
当
日
も
同
額
）

問
い
合
わ
せ
先

　

佐
川
町
立
桜
座

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

７
８
７
８

＊
音
響
技
術
講
座
も
開
い
て
ま
す
。

＊
桜
座
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
中

佐
川
町
桜
座
よ
り
お
知
ら
せ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

今
回
日
高
村
内
で
募
集
を
行
う
団
地
は
、
日
高
団
地

（
１
戸
）
の
１
団
地
で
す
。
申
込
み
方
法
が
郵
送
で
の

申
込
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
直
接
持
参

も
可
能
で
す
の
で
、
申
込
み
方
法
や
入
居
申
込
資
格
な

ど
、
詳
し
く
は
「
募
集
案
内
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
募
集
案
内
配
布　

２
月
１
日
㈮
〜
２
月
20
日
㈬

○
配
布
場
所　

日
高
村
役
場
企
画
課
、
県
庁
１
階
募
集

要
項
コ
ー
ナ
ー
、
高
知
県
住
宅
供
給
公
社
、
高
知

県
ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ
、
高

知
市
内
の
各
市
民
会
館
及
び

奈
半
利
町
・
安
芸
市
・
香
南

市
・
香
美
市
・
南
国
市
・
本

山
町
・
い
の
町
・
土
佐
市
の

各
市
町
村
役
場

○
申
込
受
付
期
間

　

２
月
10
日
㈰
〜
２
月
20
日
㈬

郵
送
の
場
合
：
２
月
10
日
〜
２

月
20
日
の
郵
便
局
の
消
印

が
あ
る
も
の
が
有
効

持
参
の
場
合
：
受
付
期
間
の

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
午
後
０
時
15
分

〜
午
後
１
時
休
憩
）

○
申
込
書
提
出
及
び

　

送
付
先
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
市
九
反
田
４
番
10

－

401
号

（
ト
ッ
プ
ワ
ン
四
国
４
階
）

　

高
知
県
住
宅
供
給
公
社

　

☎
０
８
８

－

８
８
３

－

０
３
４
４

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

○
村
営
住
宅
名　

国
岡
団
地
Ｂ
棟

○
募
集
戸
数　

２
戸
（
27
号
室
、
31
号
室
）

○
構　
　
　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

　
　
　
　
　
　
　

３
階
建
３
Ｄ
Ｋ

○
所　

在　

地　

日
高
村
下
分
３
０
９
２
番
地
２

○
募
集
期
間　

平
成
20
年
２
月
１
日
㈮
〜

２
月
15
日
㈮

○
入
居
予
定
日　

平
成
20
年
３
月
初
旬
の
予
定
で
す
。

○
住
宅
使
用
料　

毎
年
見
直
し
に
て
、
入
居
者
家

族
全
員
の
所
得
に
応
じ
て
決
定

致
し
ま
す
。

○
村
営
住
宅
入
居
許
可
申
請
書
等
関
係
書
類
配
布
場
所

　
　

日
高
村
役
場
企
画
課　
（
☎
２
４

－

５
１
１
３
）

　
　

日
高
村
立
東
部
福
祉
館（
☎
２
４

－

５
４
４
０
）

　
　

日
高
村
立
西
部
福
祉
館（
☎
２
４

－

４
１
３
６
）

○
受
付
場
所　

日
高
村
役
場
企
画
課

直
接
ご
本
人
が
受
付
場
所
へ
お
越
し
の
う
え
、

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
受

付
は
致
し
ま
せ
ん
。

　

申
込
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
付
場
所

で
説
明
致
し
ま
す
。

　

尚
、
入
居
決
定
後
に
月
々
２
、０
０
０
円
の
団

地
自
治
会
の
共
益
費
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
入
居

決
定
後
、
住
宅
使
用
料
の
３
ヶ
月
分
の
敷
金
が
必

要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
役
場
企
画
課

　

☎
２
４

－

５
１
１
３

と　

き

　

平
成
20
年
３
月
11
日
㈫

　
　

13
時
30
分
〜
16
時

と
こ
ろ

　

佐
川
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

佐
川
町
甲
１
６
５
０

－

２

内　

容

①「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
・
機
能
に
つ
い
て
」

　

佐
川
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

渡
辺 

富
子

②「
高
齢
者
の
虐
待
に
気
づ
い
て
！
」

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

高
知
県
支
部

　
　

佐
藤 

政
子

申
し
込
み

　

☎
０
８
８

－

８
４
４

－

９
２
７
１

　

高
知
県
ふ
く
し
交
流
財
団

　

研
修
相
談
課 

ま
で

参
加
費

　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

㈶
高
知
県
ふ
く
し
交
流
財
団

　

研
修
相
談
課　

岡
﨑

　

住
所

　

高
知
市
朝
倉
戊
３
７
５

－

１

　

☎
０
８
８

－

８
４
４

－

９
２
７
１

　

℻
０
８
８

－

８
４
４

－

９
４
４
３

高
齢
者
虐
待
防
止

研
修
会
の
お
知
ら
せ

○募集団地
団地名 募集戸数 住戸番号 間取り等 備　　考

日高 １ Ｒ1－10
６、６、4.5、
4.5、DK、
風呂

家賃、階数、入居資格
等詳細は「募集案内」
でご確認ください。
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日 曜日 行　　　　事 時　 　間

5 火
出前ひろば《加茂保育園》　現地集合・解散
★保育園であそびましょう

現地集合　（10：00～11：30）

8 金 ３歳児健診 （対象児：H16.2.9～ H16.10.8生） 受付時間 （13：00～13：30）

12 火
出前ひろば《日下保育園》　現地集合・解散
★保育園であそびましょう

現地集合　（10：00～11：30）

13 水 すくすくひろば「いけばな教室」　＊フラワーアレンジメント （10：00～11：30）

15 金
出前ひろば《日下保育園能津分園》　現地集合・解散
★保育園であそびましょう

現地集合　（10：00～11：30）

18 月 すくすくひろば 「絵本の読み聞かせ」 　＊ぷちとまとのお母さんが読んでくれます。 （10：00～11：30）

22 金
乳児健診 　　　　 （対象児：H19.2.23～ H19.5.22生）
１歳６か月児健診 （対象児：H18.2.23～ H18.8.22生）

受付時間 （13：00～13：30）

♥ 子育て支援センターは月曜日～金曜日 8：30～12：00・13：00～14：30まで開放しています。
　気軽においでください（土日・祝日はお休みです）。電話相談も利用してください。☎ 24-5665（子育て専用）

日高村保健センター・子育て支援センター行事予定２月

あなたはメタボリック
シンドロームではありません
現在のところ、あなたはメタボ
リックシンドロームではありま
せん。これからも、バランスの
取れた食生活と適度な運動で、
肥満を予防できる生活を続けて
ください。

おヘソの周りが男性は85cm、
女性は90cm以上あるあなたは、
内臓に脂肪がついた「内臓肥満」。
メタボリックシンドロームに
なっている危険があるので、
必ず健康診断を受けましょう。

急いで健康診断を
受けましょう

あて
はまら
ない

これからの生活習慣次
第でメタボリックシン
ドロームになってしま
う危険性大。内臓肥満
を解消してメタボリッ
クシンドロームを予防
しましょう。

メタボリック
シンドローム
の危険性あり

あ
な
た
も
、
知
ら
な
い
間
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

な
っ
て
い
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
診
断
チ
ャ
ー
ト

最近１年の間に
健康診断を受け
ましたか？

あなたは メタボリック
　シンドローム
メタボリック
　シンドローム
メタボリック
　シンドローム です！

　あなたは内臓肥満に加え、生活習慣病にかかわる複数
の危険因子を併せ持っており、メタボリックシンドロー
ムと診断できます。メタボリックシンドロームは、自覚
のないうちに動脈硬化を急速に進行させ、心臓病や脳卒
中をはじめとした循環器病を引き起こす原因になり、ま
た糖尿病を悪化させます。

男性85cm
女性90cm
以上

受けた

受けて
ない

男性85cm
女性90cm
未満

診断結果について、下のうち2つ以上に
あてはまりますか？

収縮期（最大）血圧130mmHg以上、または、
かつ拡張期（最小）血圧85mmHg以上
空腹時血糖値110mg/dl以上
中性脂肪150mg/dl以上、または、
かつHDLコレステロール40mg/dl未満

あなたのおヘソの
周りは何cmありますか？

あて
はまる

血　　圧

血 糖 値

血中脂質

正
し
く
知
っ
て
、
早
め
に
対
策
！

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
を
知
ろ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

っ
て
、
な
に
？

　

肥
満
症
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
そ
れ
ぞ
れ
が

別
々
に
進
行
す
る
の
で
は
な
く
、
お
な
か

の
ま
わ
り
の
内
臓
が
蓄
積
し
た
内
臓
脂
肪

型
肥
満
が
大
き
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
加
え
て
、高
血
糖
、

高
血
圧
、
脂
質
異
常
の
い
ず
れ
か
２
つ

以
上
を
あ
わ
せ
も
っ
た
状
態
を
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
と
い
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

を
予
防
・
解
消
し
よ
う
！

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断

基
準
と
な
る「
肥
満
」「
血
圧
」「
血
糖
」「
血

中
脂
肪
」
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
危
険
因
子

は
重
な
れ
ば
重
な
る
ほ
ど
動
脈
硬
化
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な

い
か
ら
と
い
っ
て
甘
く
見
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
・
解
消
す
る
に
は
、

ま
ず
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で

す
。

＊
健
康
の
た
め
に
、
適
度
な
運
動
や
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
の

改
善
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

＊
年
に
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
、
病

気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
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建
設
課
水
道
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
水
道
料
金
を

３
ヶ
月
分
滞
納
す
る
と
、
日
高
村
給
水

条
例
第
40
条
及
び
、
日
高
村
水
道
料
金

未
納
者
に
対
す
る
停
水
処
分
取
扱
要
項

第
３
条
に
規
定
さ
れ
る
事
務
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期
限
内

に
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引
き
落

と
し
日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
日

ま
で
に
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
不
明
な
こ
と
は
、
日
高
村
建
設
課

水
道
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎ 

２
４

－

５
１
１
４
（
直
通
）

３
ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

給
水
停
止
ま
で
の
流
れ

⬅⬅⬅⬅

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を
や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で
焼
却
す
る
習

慣
は
、
ご
み
の
量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理
の
た
め
に

相
応
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、
ご
み
質
も
複

雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た

焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対
す
る
苦
情
、
最

近
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声

も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か
ら
数

万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微
量
で
も
ガ
ン

や
奇
形
を
起
こ
す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ

る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
土
、

川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に
よ
り

次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の
は
、
母
体
や

母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん

の
ル
ー
ト
で
の
影

響
で
す
。
21
世
紀

の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
野
焼
き

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
により廃棄物の野焼きは一部の例外を
除いて禁止されています。

◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円以下
の罰金、またはこれらの両方

中央西福祉保健所 環境課
　☎0889－22－1286
日高村役場 産業環境課
　☎24－4647

職　
　

種

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
及
び

特
別
支
援
学
校
の
臨
時
教
員
（
職
名
は

講
師
）

教
科
・
科
目
等

　

全
教
科
・
科
目
及
び
養
護

応
募
書
類
の
提
出
と
お
問
合
せ
先

受
付
期
間　

平
成
20
年
２
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
14
日

提
出
先　

高
知
県
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　

教
育
政
策
課

　
　
　
　
　

人
事
企
画
担
当

所
在
地

　

〒
７
８
０

－

８
５
７
０

　
　

高
知
市
丸
ノ
内
１
丁
目
７

－

52

　
　

☎
０
８
８

－

８
２
１

－

４
５
６
８

平
成
20
年
度

高
知
県
公
立
学
校

臨
時
教
員
募
集

日
時
：
２
月
15
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所
：
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左

記
の
仕
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。①

国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の

仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て

行
っ
て
い
る
仕
事

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
月
の
行
政
相
談

　

未
成
年
者
喫

煙
防
止
の
取
組

み
の
一
環
と
し

て
、 

四
国
内
の
た

ば
こ
自
動
販
売

機
は
、
２
０
０
８

年
５
月
ま
で
に
成

人
識
別
た
ば
こ
自

動
販
売
機
に
変
わ

り
、
ご
利
用
の
際

に
は
、
専
用
の
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
「
ｔ
ａ

ｓ
ｐ
ｏ
（
タ
ス
ポ
）」
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

四
国
各
県
で
は
、
２
０
０
８
年
２

月
よ
り
カ
ー
ド
の
申
込
受
付
を
開
始

し
、
２
０
０
８
年
５
月
よ
り
カ
ー
ド
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

発
行
手
数
料
、
年
会
費
は
無
料
で
す
。

申
込
書
は
た
ば
こ
販
売
店
店
頭
な
ど
で

入
手
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

http://w
w
w
.taspo.jp/

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
社
）日
本
た
ば
こ
協
会

　

ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
運
営
セ
ン
タ
ー

■
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０

－

２
２
２

－

１
８
０

 （
通
話
料
無
料
）

※
携
帯
電
話
等
か
ら
は

　

０
５
７
０

－

０
１
２

－

３
４
０

（
通
話
料
有
料
）

※
受
付
時
間

　

９
時
〜
17
時
（
土
日
祝
日
の
ぞ
く
）

四国各県では、2008年５月より、自販機でのたばこ購入に
専用のＩＣカードが必要になります。
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所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
、
３
月
17
日
㈪
ま
で

○
税
務
署
で
の
申
告
相
談
及
び
申
告
書
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の

税
務
署
で
の
申
告
相
談
及
び
申
告
書
の
受

付
は
、

　
　

平
成
20
年
２
月
18
日
㈪
〜

平
成
20
年
３
月
17
日
㈪
ま
で

で
す
。

　

申
告
書
は
、
郵
送
、
税
務
署
の
時
間

外
収
受
箱
に
投
か
ん
す
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

（
個
人
事
業
者
）
も
お
忘
れ
な
く

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

（
個
人
事
業
者
）は
、も
う
お
済
み
で
す
か
？

申
告
と
納
税
は
、３
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

お
早
め
に
。

消費税の確定申告をしなければならない人
○
平
成
17
年
中
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
人

○
平
成
17
年
中
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
の
人
で
、
平
成

18
年
12
月
31
日
㈰
ま
で
に
「
消

費
税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」

を
提
出
し
て
い
る
人

※
平
成
17
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方
は
、
平

成
19
年
中
に
課
税
売
上
や
課

税
仕
入
が
あ
る
場
合
、
当
該
課

税
売
上
高
が
１
千
万
円
以
下
で

あ
っ
て
も
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

伊
野
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

贈
与
税
関
係

○
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
を
お
忘
れ
な
く

　

平
成
19
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
12

月
31
日
の
１
年
間
に
、
個
人
か
ら
も
ら
っ

た
財
産
の
価
額
が
、110
万
円
を
超
え
る
と
、

贈
与
税
が
掛
か
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
と
納
税

は
、
３
月
17
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に

つ
い
て
、
相
続
時
精
算
課
税
制
度
の
適
用

を
受
け
る
場
合
に
も
、
贈
与
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
相
談
室
ま
た
は
、
税

務
署
へ
。

○
平
成
19
年
分
の
贈
与
税
の
申
告
の
窓
口
で

の
相
談
は

　
　

平
成
20
年
２
月
１
日
㈮
〜

平
成
20
年
３
月
17
日
㈪
ま
で

で
す
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

早
期
還
付
を
！

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
提
出
さ
れ
た
所

得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消
費

税
を
含
む
）
の
還
付
申
告
書
に
つ
い
て
は
、

処
理
期
間
が
こ
れ
ま
で
の
６
週
間
程
度
か
ら

３
週
間
程
度
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
力
も
れ
な
ど
が
あ
る
と
、
還
付

処
理
に
日
数
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
ご
利
用
を

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
申
告
書
の
作

成
が
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
所
得
税
、
贈
与

税
及
び
個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消

費
税
を
含
む
）
の
申
告
書
な
ど
を
簡
単
に

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、
直
接
電
子
申
告
す
る
か
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
普
通
紙
に
出
力
し
、
添
付
書

類
と
と
も
に
申
告
書
を
税
務
署
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
是
非
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

ア
ク
セ
ス
はhttp://w

w
w
.nta.go.jp

　

操
作
は
簡
単
！
い
ま
す
ぐ
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
！

○
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
を
使
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が

大
変
便
利

1
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子
申
告
で

き
ま
す
。

2
最
高
５
、０
０
０
円
の
税
額
控
除

　

本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明
書
を
付

し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で

行
う
と
、
最
高
５
、０
０
０
円
の
所
得
税
の

税
額
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
（
平
成
19
年
分
又
は
平
成
20
年
分
の
い
ず

れ
か
１
回
）

3
添
付
書
類
が
提
出
不
要

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
行

う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

等
は
、
提
出
に
代
え
て
、
記
載
内
容
を
入
力

し
て
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年
間
、
添
付
書

類
の
提
出
又
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

4
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申
告
は

早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
３
週
間
程
度
に
短

縮
）

○
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
確
定
申

告
の
24
時
間
受
付

　

平
成
20
年
１
月
28
日
㈪
午
前
９
時
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
期
限
の
３
月
17
日
㈪
ま

で
は
、
24
時
間
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
が
可

能
で
す
。

　

な
お
、
３
月
18
日
㈫
の
０
時
を
過
ぎ
て
受

信
し
た
平
成
19
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の

デ
ー
タ
は
確
定
申
告
期
限
後
に
提
出
さ
れ
た

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
開
始

○
平
成
20
年
１
月
21
日
㈪
か
ら
全
国
の
国
税

局
・
税
務
署
で
新
た
に
国
税
の
コ
ン
ビ
ニ

納
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

1
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
対
象

　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
行
う
た
め
に
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
付
納
付
書
が
必
要
で
あ
り
、

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
み
に
限
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

2
利
用
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

国
税
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
次
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
ス
リ
ー
エ
フ
、

セ
ヴ
ン

－

イ
レ
ヴ
ン
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ

キ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
Ｈ
Ｏ
Ｔ 

Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｒ
、
ポ
プ
ラ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー

ス
ト
ア
、
ロ
ー
ソ
ン

－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－

－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－

－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－

☎
０
８
８

－

８
９
３

－

１
１
２
１
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平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
始
ま
り
ま
す

◆
被
保
険
者
証
等

　

75
歳
に
な
る
と
、
新
し
い
被
保
険

者
証
が
お
住
ま
い
の
市
町
村
か
ら
お

手
元
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
市
町
村
の

窓
口
で
の
申
請
な
ど
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
３
月
末
で
す
で

に
75
歳
以
上
の
方
（
一
定
以
上
の
障

害
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
を
含
む
。）

に
は
、
３
月
中
に
被
保
険
者
証
が
届

け
ら
れ
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
や
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
も

新
し
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の

方
に
は
こ
れ
ら
の
証
を
被
保
険
者
証

と
同
封
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

現
行
の
老
人
医
療
の
受
給
対
象
の

方
は
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
す
が
、
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、

こ
の
証
は
な
く
な
り
ま
す
。

◆
障
害
認
定

　

一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以

上
の
方
で
、
す
で
に
申
請
に
よ
り
老

人
医
療
の
受
給
対
象
と
な
ら
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
ま
ま
後
期
高
齢
者
医

療
に
加
入
し
ま
す
が
、
申
請
し
て
い

た
だ
く
と
障
害
認
定
の
撤
回
が
で
き

ま
す
し
、
撤
回
し
た
後
に
、
再
度
、

障
害
認
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
加
入
す
る
医

療
制
度
に
よ
っ
て
保
険
料
や
医
療
機

関
で
の
自
己
負
担
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ど
の
医
療
制
度
に
加
入
す
る
か

判
断
に
迷
わ
れ
る
場
合
は
、
市
町
村

の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
算
定

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
ご
と

に
所
得
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
所
得

に
応
じ
て
算
定
し
た
所
得
割
額
と
被

保
険
者
全
員
に
等
し
く
ご
負
担
い
た

だ
く
均
等
割
額
と
の
合
計
額
と
な
り

ま
す
。

　

所
得
の
低
い
方
は
、
国
民
健
康
保

険
と
同
様
に
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
、

保
険
料
（
均
等
割
額
）
が
７
割
軽

減
、５
割
軽
減
、２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
直

前
に
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
新
た
に
保
険
料
の
負
担

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
加
入
時
か
ら

２
年
間
、
均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
所
得
割
額
は
、

賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
９

月
ま
で
の
半
年
間
は
保
険
料
の
負
担

は
な
く
、
10
月
か
ら
平
成
21
年
３
月

ま
で
の
半
年
間
は
均
等
割
額
が
９
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
の
額

　

平
成
18
年
中
の
所
得
に
基
づ

い
て
算
定
し
た
仮
の
保
険
料
は
、

年
額
で
被
保
険
者
一
人
当
た
り

６
万
３
、３
６
７
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
県
で
は
被
保
険
者
の

お
よ
そ
半
数
は
保
険
料
が
７
割
軽
減

さ
れ
、
年
額
１
万
４
、５
７
０
円
の

保
険
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
保
険
料
の
額
は
、
お
住
ま
い

の
市
町
村
の
窓
口
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
の
保
険
料
の

額
は
、
平
成
19
年
中
の
所
得
で
算
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
保
険

料
が
確
定
す
る
の
は
平
成
20
年
７
月

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
７
月
以

降
に
保
険
料
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
の
徴
収

　

保
険
料
の
徴
収
は
市
町
村
が
行
い

ま
す
が
、
介
護
保
険
と
同
様
に
年
金

か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
な

り
ま
す
。
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金

が
対
象
と
な
り
、
介
護
保
険
と
合
わ

せ
た
保
険
料
の
額
が
年
金
額
の
２
分

の
１
を
超
え
な
い
場
合
は
、
４
月
に

支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら
特
別
徴
収
と

な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
仮
の
保
険

料
額
を
４
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
と
な
ら
な
い
方

は
、
７
月
か
ら
納
付
書
や
口
座
振
替

で
収
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

納
付
が
困
難
な
場
合
や
納
期
内
の

納
付
が
む
ず
か
し
い
と
き
は
、
市
町

村
の
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
の
給
付

　

医
療
の
給
付
の
内
容
や
診
療
の
際

の
負
担
は
、
基
本
的
に
現
行
の
老
人

医
療
と
同
じ
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
と
介
護
の
両
方
の
負

担
を
し
て
い
る
世
帯
で
、
１
年
間
に

そ
の
額
が
高
額
と
な
っ
た
場
合
に
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
高
額
医
療
・

介
護
合
算
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ

ま
す
。

　

一
方
、
診
療
を
受
け
た
際
に
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
金
額
は
、
医

療
費
の
１
割
（
現
役
並
み
の
所
得
の

あ
る
方
は
３
割
）
で
す
。
こ
の
負
担

割
合
は
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
払
っ
た
金
額
が
所
得
に

応
じ
た
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
と

き
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
超
え
た

分
は
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

◆
健
康
診
査

　

高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
糖
尿
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見
し

て
治
療
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
の
で
、

健
康
診
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。（
す
で
に
生
活
習
慣
病
で
受
診

さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
が
、
医
療
機
関
が
診
療
の
中
で
保

健
指
導
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。）

　

健
康
診
査
は
市
町
村
が
行
い
ま
す

の
で
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市

町
村
に
申
し
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
、
届
出

　

各
種
の
申
請
や
届
出
な
ど
の
受
付

は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
窓
口
で

行
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
お
住
ま
い
の
市
町

村
の
窓
口
又
は

　

高
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

高
知
市
丸
ノ
内
２
丁
目
４
番
１
号

　

☎
０
８
８

－

８
２
１

－

４
５
２
６

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、現
行
の
老
人
医
療
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
変
わ
り
ま
す
。

　

75
歳
に
な
る
と
、
現
在
は
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
な
ど
の
医
療

保
険
に
加
入
し
、
老
人
医
療
で
受
診
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
４

月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
に
移
行
し
、
受

診
す
る
と
と
も
に
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

各
種
社
会
福
祉
施
設

（
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育

所
等
）
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

お
い
て
の
疑
問
や
悩
み

等
の
困
り
ご
と
は
、
そ

の
事
業
者
と
の
話
し
合

い
で
の
解
決
が
望
ま
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
話
し
合

い
だ
け
で
は
解
決
し
な

か
っ
た
り
、
直
接
話
す

こ
と
に
少
し
抵
抗
を
感

じ
た
り
す
る
場
合
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
に
は

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
困
り

ご
と
解
決
委
員
会
」
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘

密
厳
守
で
対
応
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
受

付
は
年
末
年
始
を
除
い
た
平
日
の

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で

す
。

所
在
地

高
知
市
本
町
4
丁
目
1
番
37
号

高
知
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
丸

の
内
ビ
ル
）
3
階

高
知
県
運
営
適
正
化
委
員
会
（
福

祉
サ
ー
ビ
ス
困
り
ご
と
解
決
委

員
会
）

☎ 

０
８
８

－

８
０
２

－

２
６
１
１

℻ 

０
８
８

－

８
７
２

－

６
２
１
１

e-m
ail

　

kaiketsu@
i-kochi.or.jp

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
メ
ー
ル
は
24
時
間

受
付
）

福祉サービスで悩んだり、困ったり
していることはありませんか？
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財 政 事 情 の 公 表
　村では、日高村財政事情の作成及び公表に関する条例（昭和40年７月27日条例第192号）に基づき、皆様からいただいた税金や、国・
県からの支出金、村債など、どのように使われたのかを年２回公表することとなっています。
　今回は、平成19年度の４月１日から９月30日までにおける財政状況及び平成18年度の決算の状況をお知らせします。

第１　平成19年度の財政状況（４月１日～９月30日）

１－１　一般会計収支状況（現年分）
　　　　　　　　　　　平成19年９月30日現在（単位：千円、％）

歳　　入
区　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率

1 村税 473,889 14.9% 300,767 63.5%
2 地方譲与税 41,099 1.3% 11,320 27.5%
3 利子割交付金 2,161 0.1% 1,000 46.3%
4 配当割交付金 1,787 0.1% 923 51.7%
5 株式等譲渡所得割交付金 1,839 0.1% 0 0.0%
6 地方消費税交付金 52,567 1.7% 30,234 57.5%
7 ゴルフ場利用税交付金 25,907 0.8% 13,001 50.2%
8 自動車取得税交付金 11,909 0.4% 3,688 31.0%
9 地方特例交付金 2,237 0.1% 2,237 100.0%
10 地方交付税 1,387,664 43.6% 878,089 63.3%
11 交通安全対策特別交付金 1,000 0.0% 601 60.1%
12 分担金及び負担金 36,931 1.2% 16,450 44.5%
13 使用料及び手数料 31,534 1.0% 14,673 46.5%
14 国庫支出金 345,089 10.8% 37,063 10.7%
15 県支出金 313,243 9.8% 71,840 22.9%
16 財産収入 387 0.0% 1,426 368.5%
17 寄付金 105 0.0% 0.0%
18 繰入金 131,684 4.1% 12,727 9.7%
19 繰越金 31,850 1.0% 31,850 100.0%
20 諸収入 110,529 3.3% 22,733 20.6%
21 村債 179,921 5.7% 0 0.0%

歳入合計 3,183,332 100.0% 1,450,622 45.6%

１－２　一般会計収支状況（明許繰越分）
　　　　　　　　　　　平成19年９月30日現在（単位：千円、％）

歳　　入
区　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率

19 繰越金 3,063 19.2% 3,063 100.0%
21 村債 12,900 80.8% 12,900 100.0%

歳入合計 15,963 100.0% 15,963 100.0%

　平成19年９月30日現在（上半期）における一般会計の予算規模は、31億9,929万5千円（繰越明許費を含む）となっています。この
予算を執行するに当たっては、（１）その経費がすでに執行の時期にきているか、（２）内容や方法は適切であるか、（３）予定された特
定財源の確保の見通しはどうかなどについて十分留意し、経費の効率的運用と収支の均衡に努めています。
　９月末日における収入済額は、14億5,062万2千円となっており、収入済額の主のものは、地方交付税８億7,808万９千円及び村税
３億76万７千円等となっています。また、予算現額に対する収入率は、45.8%（現年分45.6%、明許繰越分100.0%）となっています。
　一方、歳出の執行額は、12億6,191万5千円で、執行率39.4％（現年分39.2%、明許繰越分96.7%）となっています。

２　一般会計（現年分）における住民１人あたりの村税負担額
▼人口は平成19年９月30日現在の住基人口6,038人で算出しています。

区　分 現年課税調定額（千円） 一人あたり（円）
村民税 174,900 28,967 
固定資産税 242,056 40,089 
軽自動車税 15,454 2,560 
たばこ税 16,614 2,752 

合　計 449,024 74,368 

３　特別会計収支状況（現年分及び明許繰越分）
　　　　　　　　　　　　　　　平成19年９月30日現在（単位：千円）

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
住宅新築資金等特別会計 70,830 39,581 14,967 
国民健康保険特別会計 818,949 240,472 289,698 
老人保健特別会計 1,041,821 408,631 405,138 
簡易水道特別会計 164,645 36,728 62,184 
介護保険特別会計 627,932 262,442 251,050 

合　計 2,724,177 987,854 1,023,037 
　平成19年９月30日現在、特別会計の収支状況については、上記のとおりです。

平成19年９月30日現在（単位：千円、％）
歳　　出

区　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率
1 議会費 52,925 1.7% 25,575 48.3%
2 総務費 688,108 21.5% 301,204 43.8%
3 民生費 820,697 25.8% 240,131 29.3%
4 衛生費 206,974 6.5% 88,397 42.7%
5 労働費 1 0.0% 0 0.0%
6 農林水産費 220,118 6.9% 27,055 12.3%
7 商工費 1,219 0.0% 600 49.2%
8 土木費 257,236 8.1% 75,591 29.4%
9 消防費 110,826 3.5% 51,431 46.4%
10 教育費 235,954 7.4% 107,061 45.4%
11 災害復旧費 14,688 0.5% 114 0.8%
12 公債費 572,586 18.0% 329,324 57.5%
13 予備費 2,000 0.1% 0 0.0%
歳出合計 3,183,332 100.0% 1,246,483 39.2%

平成19年９月30日現在（単位：千円、％）
歳　　出

区　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率
2 総務費 2,403 15.1% 2,287 95.2%
8 土木費 13,560 84.9% 13,145 96.9%
歳出合計 15,963 100.0% 15,432 96.7%

　平成19年９月30日現在、一般会計（現年分）における
住民一人あたりの村税負担額については、村民税28,967
円、固定資産税40,089円等の合計74,378円となっています。
　なお、現年課税調定額とは、その年度に納められるべ
き村税の額のことをいい、必ずしも予算現額とは一致し
ないことを申し添えます。
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４　財産、村債及び一時借入金の現在高
（１）財産　　　　　 平成19年９月30日現在

区　分 数量・金額
土地 1,585,716㎡
建物 33,840㎡
物件（立木） 640㎡
有価証券 10,000千円
出資による権利 153,177千円
債権 386,063千円
基金（一般会計分） 776,960千円
基金（特別会計分） 131,396千円
　平成19年９月30日現在、財産、村債及び一時借入金の現在高については、上記のとおりです。

第２　平成18年度決算の状況

１　一般会計収支状況（現年分及び明許繰越分）　　　　（単位：千円、％）
歳　　入

区　分 予算現額 調停額 収入済額 不納欠損 収入済割合
（対予算現額）

収入済割合
（対調定額）

1 村税 400,283 477,002 425,516 2,830 106.3 89.2 
2 地方譲与税 83,850 83,851 83,851 100.0 100.0 
3 利子割交付金 2,196 2,196 2,196 100.0 100.0 
4 配当割交付金 1,580 1,580 1,580 100.0 100.0 

5 株式等譲渡所得割交付金 1,358 1,358 1,358 100.0 100.0 

6 地方消費税交付金 52,300 52,300 52,300 100.0 100.0 

7 ゴルフ場利用税交付金 27,107 27,108 27,108 100.0 100.0 

8 自動車取得税交付金 12,773 12,773 12,773 100.0 100.0 

9 地方特例交付金 7,577 7,577 7,577 100.0 100.0 

10 地方交付税 1,403,255 1,403,255 1,403,255 100.0 100.0 

11 交通安全対策特別交付金 977 977 977 100.0 100.0 

12 分担金及び負担金 40,737 47,322 40,839 100.3 86.3 

13 使用料及び手数料 31,916 38,212 31,457 98.6 82.3 

14 国庫支出金 168,127 165,148 165,148 98.2 100.0 
15 県支出金 169,095 164,066 164,066 97.0 100.0 
16 財産収入 997 1,154 1,154 115.7 100.0 
17 寄付金 2,404 3,145 2,539 105.6 80.7 
18 繰入金 163,665 98,339 98,339 60.1 100.0 
19 繰越金 39,812 39,813 39,813 100.0 100.0 
20 諸収入 74,089 87,896 75,364 101.7 85.7 
21 村債 182,600 169,700 169,700 92.9 100.0 
歳入合計 2,866,698 2,884,772 2,806,910 2,830 97.9 97.3 

（２）村債　　　　　　　 平成19年9月30日現在
会計名 残高（千円）

一般会計 3,905,899 
住宅新築資金等特別会計 122,090 
簡易水道特別会計 1,088,513 

合　計 5,116,502 

（３）一時借入金
借入先 借入額（千円） 利率（％）
－ － －

（単位：千円、％）
歳　　出

区分 予算現額 支出済額 翌年度繰越事業費 不用額
支出
割合

1 議会費 53,812 53,368 444 99.2%
2 総務費 558,903 545,597 13,306 97.6%
3 民生費 789,361 746,473 42,888 94.6%
4 衛生費 234,650 228,778 5,872 97.5%
5 労働費 1 0 1 0.0%

6 農林水産費 46,835 43,776 3,059 93.5%

7 商工費 1,284 1,219 65 94.9%
8 土木費 188,195 170,210 3,063 14,922 90.4%
9 消防費 112,714 110,999 1,715 98.5%
10 教育費 236,116 231,550 4,566 98.1%

11 災害復旧費 32,406 32,395 11 100.0%

12 公債費 611,782 607,632 4,150 99.3%
13 予備費 639 0 639 0.0%
歳出合計 2,866,698 2,771,997 3,063 91,638 96.7%

　　収入済額－支出済額＝　34,913 千円　　①
　　翌年度繰越事業費　　　 3,063 千円　　②

　　実質収支額　①－②　　31,850 千円────────────────────────────────────

歳入決算額【28億691万円】

村税
4億2,551万6千円
【15.2％】諸収入・使用料等

その他
3億8,088万6千円
【13.6％】

村債 1億6,970万円
【6.0％】

繰入金 9,833万9千円
【3.5％】

国・県支出金
3億2,921万4千円
【11.7％】 地方交付税

14億325万5千円
【50.0％】

歳出決算額
【27億7,199万7千円】

議会費
5,336万8千円【1.9％】

予備費 0千円【0.0％】

衛生費
2億2,877万8千円【8.3％】

土木費
1億7,021万円【6.1％】

消防費
1億1,099万9千円
【4.0％】

教育費
2億3,155万円
【8.4％】

災害復旧費
3,239万5千円
【1.2％】

公債費
6億763万2千円
【21.9％】

農林水産費
4,377万6千円【1.6％】

労働費
0千円【0.0％】

商工費
121万9千円【0.0％】

総務費
5億4,559万7千円
【19.7％】

民生費
7億4,647万3千円
【26.9％】

２　一般会計歳入歳出構成比（現年分及び明許繰越分）
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４　特別会計収支状況　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会計名 予算現額 収入済額 支出済額

住宅新築資金等特別会計 69,223 65,086 34,680 
国民健康保険特別会計 797,512 714,339 694,769 
老人保健特別会計 1,056,260 967,420 946,294 
簡易水道特別会計 170,058 165,158 160,097 
介護保険特別会計 624,532 595,947 578,386 

合　計 2,717,585 2,507,950 2,414,226 
　平成18年度の特別会計の収支状況については、上記のとおりです。

５　財産、村債及び一時借入金の現在高
（１）財産　　　　　　　　　　　　　　 　  （単位：千円）

区　　分 数量・金額
土地 1,586,661㎡
建物 33,840㎡
物件（立木） 640㎡
有価証券 10,000千円
出資による権利 153,177千円
債権 386,063千円
基金（一般会計分） 789,687千円
基金（特別会計分） 131,396千円
基金（不動産分） 10,781㎡
　平成18年度の財産、村債及び一時借入金の現在高については、上記のとおりです。

（２）村債　　　　 平成19年３月31日現在
会計名 残高（千円）

一般会計 4,197,102 
住宅新築資金等特別会計 133,338 
簡易水道特別会計 1,110,096 

合　　計 5,440,536 

（３）一時借入金
借入先 借入額（千円） 利率（％）
－ － －

　平成18年度の一般会計決算についてお知らせします。
　村の会計は、村民の皆さんのサービスの基本となる「一般会計」と特定の事業を行う「特別会計」に分かれています。
　平成18年度の一般会計決算額は収入から支出を差し引くと3,491万3千円の黒字ですが、ここから翌年度に使い道が決まっている
306万3千円を引いた3,185万円が実質的な黒字となります。
　収入、支出それぞれを見てみると、収入については、定率減税の見直し等税制改革に伴い地方税における歳入増はあったものの、
長引く不況により地方交付税をはじめ、国・県からの援助等が削減されて少なくなってきており、また支出については事業の執行を
含め経費の節減や行財政改革に取り組みましたが、急激な回復は望めず、村財政はきわめて厳しくなっています。
　この危機的な状況を乗り切るため、行財政改革プランの着実な実施を行い、健全財政を目指しますので村民の皆様のご理解とご協
力をお願いします。

３　一般会計における住民１人あたりの村税負担額及び支出額
（１）１人当たりの村税負担額

▼人口は平成19年３月31日現在の住
　基人口6,053人で算出しています。

区　分 現年課税調定額（千円） 一人あたり（円）
村民税 125,259 20,694 
固定資産税 239,542 39,575 
軽自動車税 15,014 2,481 
たばこ税 32,829 5,424 
合計 412,644 68,174 

（２）１人当たりの支出額
▼人口は平成19年３月31日現在の住
　基人口6,053人で算出しています。

区　分 一人あたり（円） 区　分 一人あたり（円）
議会費 8,817 商工費 202 
総務費 90,137 土木費 28,120 
民生費 123,323 消防費 18,338 
衛生費 37,796 教育費 38,254 
労働費 0 災害復旧費 5,352 
農林水産費 7,233 公債費 100,386 

合　計 457,958 

　　　　　　　　（参考に）

※合計額を30万円と仮定すると…
区　分 一人あたり（円） 区　分 一人あたり（円）

議会費 5,776 商工費 132 
総務費 59,048 土木費 18,421 
民生費 80,787 消防費 12,013 
衛生費 24,759 教育費 25,060 
労働費 0 災害復旧費 3,506 
農林水産費 4,738 公債費 65,761 

合　計 300,000 

　平成18年度の一般会計における住民一人あたりの村税負担額については、村
民税20,694円、固定資産税39,575円等の合計68,174円となっています。
　なお、現年課税調定額とは、その年度に納められるべき村税の額のことをい
い、必ずしも予算現額および収入済額とは一致しないことを申し添えます。

　平成18年度の一般会計における住民一人あたりの支出額については、所得･
医療保障等を必要とする人のため、生活水準の維持･向上を目的として予算措
置される民生費が123,323円、村の起債の元利償還金に充てる公債費が100,386円
等、合計で457,958円となっています。

【村の財政を家計に置き換えるのは難しい部分がありますので、あくまで参考
としてご覧ください。】
　家庭では、今月の給料が30万円ならその30万で支出をするようにし、足りな
ければ貯金をおろすなどして家計をやりくりしていると思います。
　村でも同じように一定の収入のなかで、毎年のやりくりを行っています。
　では、あえて日高村を１か月30万円使う家庭の家計に置き換えてみたらどん
な状況が見えてくるでしょうか。
　支出は食費、ローン返済、学費や冷蔵庫の買い換え、雨漏り修理など日々の
暮らしに必要なお金ばかり30万円です。
　しかし、給料（村税）は約4万6千円しかありません。そこで親からの仕送り
（地方交付税、国･県支出金）約18万5千円やその他の収入約4万円を使いますが、
それでも2万9千円不足しますので、その分は貯金をおろしたり、借り入れ金で
補っています。
　不況や地方交付税及び国県からの援助等の削減が次々に行われている中、収
入の2/3を占める親からの仕送りは今後も減少することは確実です。そうなれ
ば、貯金をおろしたり、借り入れにて不足分を補っていくか、毎月30万円の家
計費の一部を削減しなければ、日々の生活がたちゆかない状況となっています。
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４
月
末
日
の
引
き

落
と
し
と
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
度
の
割
引
額
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は「
口
座
振
替
」で
前
納
が
お
得
で
す
。

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納
めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けら
れています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず
納付しない人に対しては、財産の差し押さえを行うこ
ともあります。

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を

お
送
り
し
ま
す
。

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」を

導
入
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
２
月
よ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
被
保
険
者
ご
自
身
か
ら
事

前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、以
後
、継
続
的
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
会
社
が
社
会
保
険
庁
に
立
替
納
付
を
行
う
も
の

で
す
。（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
、
直
接
納
付

い
た
だ
く
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
を
希
望
の
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

で
は
口
座
振
替
に
よ
る
当
月
末
振
替
【
早
割
】
は
適
用
さ

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
６
ヶ
月
前
納
・
１
年
前
納
の
割
引
額

は
現
金
納
付
の
割
引
額
と
な
り
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」、
の
対
象
者
を
3
段
階
に
分
け

て
送
付
し
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
で
は
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
約
５
、０
０
０
万
件
の
記
録
に
つ
い
て
、
平
成
19

年
11
月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
を

開
始
し
て
ま
す
が
、
ま
ず
第
一
弾
と
し
て
、
ご
自
身
の

記
録
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
が
出
て
き
た
年

金
受
給
者
・
現
役
加
入
者
に
対
し
、
平
成
19
年
12
月
か

ら
平
成
20
年
３
月
ま
で
の
間
に
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
順
次
送
り
ま
す
。

　

第
二
弾
で
は
、平
成
20
年
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

第
一
弾
で
送
付
し
た
方
以
外
の
年
金
受
給
者
に
対
し
順

次
送
付
し
ま
す
。

　

第
三
弾
で
は
、平
成
20
年
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

第
一
弾
で
送
付
し
た
方
以
外
の
現
役
加
入
者
に
対
し
順

次
送
付
い
た
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
よ
る
記
録
確
認
は
、
ご
本

人
様
の
ご
確
認
及
び
手
続
き
を
経
て
、
初
め
て
記
録
が

結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま

す
が
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

に
よ
り
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
記
載
も
れ
や
誤
り
が

な
い
か
を
ご
確
認
の
う
え
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

☆
年
金
加
入
記
録
に
訂
正
が
な
い
場
合
、
同
封
の
「
年

金
加
入
記
録
照
会
票
」
か
ら
「
確
認
は
が
き
」
を
切

り
取
っ
て
訂
正
が
な
い
を
○
で
囲
み
、提
出
年
月
日
、

氏
名
を
ご
記
入
の
う
え
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
年
金
加
入
記
録
に
訂
正
が
あ
る
場
合
、
年
金
受
給
者

と
現
役
加
入
者
で
は
手
続
き
方
法
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
年
金
受
給
者
）…
同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、「
訂
正
が
あ

る
」
を
○
で
囲
み
、「
確
認
は
が
き
」
を
切
り
取

（例：３月中に登録をした場合）

～通常の口座振替～（翌月末振替）
保険料
３月分
４月分
５月分

口座振替月
４月末日
５月末日
６月末日

口座振替月

４月末日

５月末日
６月末日

保険料
３月分
４月分
５月分
６月分

～早割の口座振替～（当月末振替）

※ 月末が金融機関の非営業日の場
合、振替日は翌営業日となります。

※ 早割の初回振替は原則２ヶ月分
（前月分・当月分）となります。
　 また、割引は４月（当月）分以降
の保険料からとなります。

平成20年度の割引額につ
きましては、変更される
予定です。

《参考》平成19年度割引額

～現金納付の場合～

毎 月 納 付 割引なし

６ヶ月前納 690円

１ 年 前 納 3,000円

～口座振替の場合～

毎 月 納 付 50円※
６ヶ月前納 960円　
１ 年 前 納 3,550円　
※早割を利用した場合
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３ 月 は 加 茂 小 学 校 で す

能津小学校能津小学校

ら
ず
「
年
金
証
書
を
」
添
え
て
お
近
く
の
社
会

保
険
事
務
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
現
役
加
入
者
）…
同
封
の「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、「
訂
正
が

あ
る
」
を
○
で
囲
み
、「
確
認
は
が
き
」
を
切

り
取
ら
ず
提
出
年
月
日
、氏
名
を
記
入
の
う
え
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
社
会
保
険
庁
に
ご
本
人
よ
り
お
届
け
い
た
だ
い
て

い
る
住
所
に
つ
い
て
、
変
更
の
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
方
に
つ
い
て
は
次
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

1
住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

　

住
所
変
更
の
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
大
切

な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。

住
所
の
変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
、
左
記
の
手

続
き
先
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

•
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
　

⇩
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役
場
の
窓
口

•
厚
生
年
金
加
入
者
・
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

⇩
厚
生
年
金
加
入
者
の
方
の
お
勤
め
先
の
社
会

保
険
担
当
者
の
方

•
年
金
受
給
者

　
　

⇩
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

2
結
婚
等
で
名
字
が
変
わ
っ
た
方

　

結
び
付
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
を
探
す
た
め
に

も
、
お
手
持
ち
の
古
い
年
金
手
帳
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、氏
名
変
更
の
お
届
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

変
更
の
届
出
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

　

０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５
５へ

お
願
い
し
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
４
４にお

電
話
く
だ
さ
い
。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

い
て
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
焼
き
芋
と
豚

汁
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
人
の
人
の
迫
力
の
あ
る
も
ち
つ
き
に

混
じ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
全
員
が
も
ち

を
つ
き
ま
し
た
。
杵
が
重
く
、
ね
ら
い

が
つ
け
に
く
く
て
困
り
ま
し
た
が
、

年
々
上
手
に
な
っ
て
き
て
、
石
臼
の

端
を
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
も
ぐ
ん
と

減
り
ま
し
た
。
盲
学
校
の
友
だ
ち
も
も

ち
つ
き
や
も
ち
丸
め
を
う
れ
し
そ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。

 

で
き
た
も
の
を
食
べ
て
か
ら
は
発
表
（
出
し
物
）

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
良
い
で
き
で
し
た
。
中
で
も

１
・
２
年
生
の
群
読
で
１
年
生
が
い
い
あ
じ
を
出
し

て
い
て
大
受
け
で
し
た
。
保
護
者
の
ハ
ン
ド
ベ
ル
に

よ
る
演
奏
も
、
そ
の
日
の
朝
少
し
練
習
を
し
た
だ
け

と
は
思
え
な
い
も
の
で
、
さ
す
が
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
楽
し
い
収

穫
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　

能
津
小
で
は
毎
年
収
穫
祭
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
12
月
８
日
㈯
に
開
き
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
・
先
輩
の
中
学
生

や
地
域
の
方
々
に
も
力
を
借
り
ま
し
た
。
長

年
交
流
し
て
い
る
盲
学
校
か
ら
も
小
学
部
全

員
で
参
加
し
て
も
ら
え
て
、
賑
や
か
な
行
事

に
な
り
ま
し
た
。

　

前
半
は
収
穫
に
感
謝
し
な
が
ら
食
事
の
準

備
。
地
域
の
方
に
お
世
話
い
た
だ
い
て
、

田
植
え
や
稲
刈
り
を
し
た
も
ち
米
を

使
っ
た
お
も
ち
つ
き
。
苗
を
い
た
だ

楽しかった
収穫祭
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コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第105号　2008.２.１　日高村立図書館

月

「黒い森」／折原  一
～前からも後からも読め、真ん中に結末が書か
　れた変わった構成の小説です。富士山麓の樹
　海が舞台のミステリー。
 「消えずの行灯」／誉田  龍一
～黒船来航に沸き返る江戸末期、次々に起こる不審な死を解
決する連作時代科学ミステリー。表題作は、第28回小説推
理新人賞受賞作。　  
 「タルト・タタンの夢」／近藤  史恵
～小さなフレンチレストランのシェフが客たちの持ち込んだ謎
を解く。おしゃれで、おいしいお話。
 「匂いをかがれるかぐや姫」／原  倫太郎
～昔話をコンピュータの自動翻訳にかけて生み出された全く
新しい物語。とんでもない“超訳”に爆笑必至。
＊１月に入荷した本の一覧は「図書館回覧板」をご覧ください。
　日高村役場と図書館に置いてあります。ご自由にお持ちください。

「ダイイング・アイ」／東野  圭吾　
「ゴールデンスランバー」／伊坂  幸太郎　
「てのひら怪談２」／加門  七海ほか
「仏果を得ず」／三浦  しをん

「かめきちのなくな！王子様」／村上  しいこ
「倒立する塔の殺人」／皆川  博子
「キャンセル未来図」／あかね  るつ 
「ぼくのかわいくないいもうと」／浜田  桂子
「よるくま」／酒井  駒子　
「怪談図書館２」／怪談図書館編集委員会

一般書

児童書

＊一部です

＊一部です

図書館利用案内図書館利用案内

『マリと子犬の物語』／ひろはた  えりこ
　現在公開中の映画原作本です。2004年にお
きた新潟県中越地震の被災地、山古志村であ
った感動の実話です。
　物語は、母を亡くした兄妹と祖父、犬嫌いの

父の４人家族が捨てられた子犬マリを飼ういきさつ
から始まります。やがてマリは３匹の子犬の母になりました。
しかしある日、突然の地震が家族を襲います。山は崩れ、家
屋は倒壊する大災害に村は壊滅。救助されず、取り残された
マリは、子犬を守り、必死に生きのびようとします。大切な
ものを守るために懸命に力を尽くす家族の物語。泣けます。

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

○開館時間　午前10時～午後６時

○休 館 日　月曜日・祝日

○貸　　出　ひとり５冊まで、
　　　　　　２週間

　日高村本郷192-5　　 20－1533

１月新刊案内

一般書 ２月入荷予定

2月の予定
９日　おはなしの森（朗読ひだか）　AM10:00～11:00

　　　読み聞かせ連続講座　　　　　
AM11:00～12:00

　　　（高知こどもの図書館講師）

23日　おはなし会（ぷちとまと）　　AM10:00～11:00

図書館の机から図書館の机から

読み聞かせのボランティアサークル「朗読ひだか」による

大人のための

　
12
月
８
日
（ 土）
、「
お
は
な
し

の
森
」の
様
子
で
す
。「
ガ
ン
ピ

ー
さ
ん
の
ド
ラ
イ
ブ
」ほ
か
、

い
ろ
ん
な
絵
本
を
読
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今月は57冊の本が入りました！

12月の入館者数

540人

寄贈御礼寄贈御礼寄贈御礼

　「おはなしの森」のあと
の連続講座には、高知こ
どもの図書館から村井由
岐子先生にクリスマスの
絵本の紹介を中心にお話
をしていただきました。
講演の最後にクリスマス
ツリーを作りました。

　立春とはいえ、まだまだ寒さは
厳しいですね。２月３日は節分、

14日はバレンタインデーです。図書館でも節分にち
なんだ鬼の絵本や、チョコレートやお菓子の本を
展示します。チョコ作りの本はこのシーズン人
気が高いのでお早めにどうぞ。なお、児童の企
画展は、英語絵本とその日本語版絵本を一緒に
展示します。比べて読むと違いがわかっておも
しろいですよ。ぜひ、ご利用ください。

22

本の寄贈ありがとうございました！

日高村沖名　　　森下 範三 様
日高村沖名　　　岡林 　久 様
高知市朝倉西町　山崎 洋子 様

　ご自宅に、返却忘れの本はないでしょうか。
最近、予約をしてくれた方をお待たせすること
がたびたびありますので、どうか利用期限をお
守りください。

おはなしの森おはなしの森おはなしの森

読み聞かせ連続講座

お気軽に
お越し
ください
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
手
折
る
よ
り
菊
の
香
の
広
が
り
ぬ

山
本
眞
知
子

　

菊
は
、
種
類
も
多
く
、
色
も
形
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
ど
の
菊
も
か
お
り
が

高
く
、
手
に
触
れ
る
だ
け
で
も
あ
た
り

い
っ
ぱ
い
に
に
お
い
ま
す
。
あ
た
り
ま

え
の
こ
と
を
、
気
張
ら
ず
に
詠
み
ま
し

た
。

○
車
窓
よ
り
水
面
に
映
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紅
葉
か
な 

寺
田
信
子

　

山
の
紅
葉
が
、
湖
や
川
に
映
る
と
な

お
美
し
い
も
の
で
す
。
車
窓
か
ら
紅
葉

を
眺
め
な
が
ら
の
楽
し
い
旅
は
な
お
続

き
ま
す
。
同
時
の
句
に
〝
窓
ご
し
に
紅

葉
楽
し
む
湯
宿
か
な
〞
も
あ
り
ま
す
。

○
木
枯
の
雨
戸
を
叩
く
夜
明
け
ま
へ

山
中
芳
子

　

木
枯
は
、
十
一
月
下
旬
に
吹
く
強
い

風
で
、
木
の
葉
を
落
し
、
木
を
裸
に
し

て
し
ま
い
ま
す
。
雨
戸
を
が
た
が
た
叩

く
音
に
は
、
ま
す
ま
す
寒
さ
を
感
じ
ま

す
。
そ
れ
も
、
も
う
起
き
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
夜
明
け
前
の
木
枯
の
音
で
す
。

○
俳
句
会
近
く
の
寺
の
も
み
じ
か
な

山
中
静
江

　

十
二
月
五
日
が
俳
句
会
で
し
た
が
、

こ
の
会
場
の
近
く
に
あ
る
お
寺
の
も
み

じ
が
燃
え
る
よ
う
な
美
し
さ
で
し
た
。

赤
や
黄
の
も
み
じ
の
葉
を
句
会
場
に

持
っ
て
来
て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
句
は
、
句
会
へ
来
る
途
中
で
作
っ

た
も
の
で
し
ょ
う
。

○
七
五
三
父
母
祖
父
母
連
れ
だ
ち
て

野
村
近
子

　

十
一
月
十
五
日
の
七
五
三
の
祝
い
で

す
。
晴
着
姿
の
主
役
の
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
全
員
の
笑
顔
が
か
が
や
い

て
い
ま
す
。
千
歳
飴
を
さ
げ
た
子
ど
も

を
ま
ん
中
に
し
て
、
ハ
イ
、
ポ
ー
ズ
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“春”です。
日　時　平成20年２月18日㈪ 13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

池野いちび選

北
添　

正
子

枯
野
原
と
ろ
り
一
筋
冬
の
川

夫
の
墓
赤
と
白
と
の
寒
椿

門
田
の
ぶ
子

靴
底
を
弾
み
返
し
て
春
の
土

捨
て
ら
れ
て
田
圃
の
隅
に
茎
立
菜島

田　
　

瞳

神
の
径
と
て
冬
木
根
の
あ
ら
は
な
る

冬
も
や
の
山
映
し
た
る
沼
平

鎮
西　

美
緒

神
木
の
間
に
ひ
ろ
ご
り
ぬ
冬
い
ち
ご

三
代
の
揃
ひ
て
行
く
や
初
詣

中
村　

梅
子

浮
島
の
動
く
と
き
あ
り
鴨
の
沼

寒
禽
に
混
り
て
杜
の
し
づ
り
音

中
山　

美
根

鉛
筆
を
握
れ
て
う
れ
し
初
句
会

年
玉
は
樋
口
一
葉
が
手
頃
な
り

橋
詰
登
志
子

枯
れ
く
づ
る
葦
の
角
度
の
さ
ま
ざ
ま
に

雨
露
と
見
せ
て
早
梅
一
、二
輪

濱
田　
　

幸

雨
降
る
や
女
四
人
で
年
忘

裸
木
の
映
る
水
面
に
雨
煙
る

浜
田　

博
子

鴨
の
声
聞
こ
ゆそ
び
ら背に
日
の
差
し
ぬ

枯
れ
伏
し
て
一
切
の
音
隠
す
沼

森
下　

花
子

社
よ
り
降
り
来
し
庭
の
鷺
真
白

過
ぎ
し
日
の
昔
話
や
初
句
会

伊
野
部
哲
也

も
の
の
芽
の
一
つ
一
つ
の
溜
む
る
雨

着
水
も
阿
吽
で
あ
り
し
つ
が
ひ
鴨岩

村　

さ
と

初
詣
鈴
を
鳴
ら
し
て
無
事
祈
る

水
仙
は
母
の
姿
と
懐
か
し
く

柏
井　

皓
子

遅
蒔
き
の
豌
豆
生
え
て
来
し
安
堵

双
六
に
大
人
も
交
じ
り
小
半
日

池
野
い
ち
び

百
の
鴨
立
ち
て
番
の
残
り
け
り

神
木
の
洞う

ろ

に
籠
り
て
冬
の
霧

南
部
記
代
子

○
寝
そ
び
れ
て
一
夜
を
過
ご
す
隙
間
風

考
え
事
な
ど
が
あ
る
と
、
な
か
な
か
眠

れ
な
い
。
眠
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
と
ま
す
ま
す
眠
れ
な
く
な
っ
て
夜

が
過
ぎ
て
ゆ
く
。
そ
ん
な
時
の
隙す

き

間ま

風か
ぜ

は
、
一
そ
う
身
に
し
み
る
。

隙
間
風
と
は
、
襖
、
戸
な
ど
の
隙
間
か

ら
入
っ
て
く
る
寒
い
風
の
こ
と
で
あ
る
。

川
瀬　

英
子

○
遊
水
池
鳥
の
み
遊
ぶ
寒
の
雨

掲
句
は
、
一
月
十
二
日
、
鹿
児
、
調
整
池

で
の
吟
。

当
日
、
沼
に
浮
か
ん
だ
り
、
日
向
ぼ
こ

を
し
て
い
る
鴨
、か

い
つ
ぶ
り

鳰
、
白
鳥
な
ど
を
見
て

い
た
吟
行
の
一
行
は
、
雨
が
降
り
だ
し
て

引
き
あ
げ
た
が
、
寒
い
雨
の
中
で
も
鳥
は

悠
々
と
遊
ん
で
い
た
。
全
国
的
に
も
有
名

な
こ
の
沼
の
水
鳥
た
ち
は
や
が
て
、
春
に

な
る
と
、
北
国
へ
帰
る
の
で
あ
る
。

橋
田　

憲
明

蒲
の
穂
の
絮
を
噴
き
た
る
ま
ま
枯
る
る

靄
あ
ぐ
る
山
を
そ
び
ら
に
鴨
の
沼片

岡　

幸
枝

飛
ぶ
時
の
首
の
長
き
が
鴨
と
い
ふ

天
空
を
底
に
映
し
て
冬
の
沼

川
瀬　

晴
恵

ま
だ
青
の
残
れ
る
藁
の
お
注
連
か
な

今
年
は
嫁
の
丸
め
し
重
ね
餅
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日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

　　　１～12月分（12月）

人身事故　　38件 （３件）

死　　者　　２名 （０名）

傷　　者　　44名 （３名）

　　　　　　12月末現在

　　　　　　   （前月比）

世帯数 　 2,465　（－２）

人　口 　 6,003人（－９）

　　　 男 2,845人（±０）

　　　 女 3,158人（－９）

テシーナテシーナテシーナ

　
み
な
さ
ん
、
日
高
村
に
女
の

子
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
で
し
た
か
？

　
そ
の
名
は
高
知
ペ
ガ
サ
ス
、

小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
20
数
名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
る
、
11
月
24
日
か
ら
25
日

の
２
日
間
、
野
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
、
日
本
サ
ッ
カ
ー

協
会
ガ
ー
ル
ズ
８
、
四
国
大
会

に
高
知
県
予
選
を
勝
ち
抜
き
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
３
戦
全
敗
で
し
た
が
、

県
外
の
強
豪
チ
ー
ム
と
対
戦
で

き
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
来
年
こ
そ
は
、
四
国
大
会
を

勝
っ
て
、
全
国
大
会
に
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
女
子
チ
ー
ム
で

は
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

体
験
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
の
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

連
絡
先

０
９
０-

３
７
８
８-

２
０
１
４

　
戸
梶
ま
で

四国
大会に行ってきました四国
大会に行ってきました

　新しい年が冬とともにやってきました。とても

寒い日と雨ばかりですが、日高村は美しいです。

　昨年のクリスマスは、教育委員会での仕事でし

た。アメリカのクリスマスは一年でもっとも大き

な休日です。けれども、私はハロウィンの休日の

ほうが好きなので悲しくはありません。

　今年の新年は…もちろん中村でサーフィンをし

て過ごしました。元旦はビーチに雪が降って本当

に、本当に寒かったです。それは、カリフォルニ

アのビーチで雪を見たことは無く、今までで一番

美しい景色でした。ビーチに雪が降った景色は今

までで初めてでした。

　その後の正月は、友達のミキとすごしました。

彼女は日本の伝統的なヘルシーな七草粥を食べさ

せてくれました。また彼女は、着物を着せてくれ

て、私たちは、いの町の「ダイコクサマ」を訪れ

ました。私はとても幸運にも、日本の伝統的な新

年の行事を経験することができました。

　この新年は皆さんの希望や夢がかなうといいと

思っています。いい事やいい人間関係、愛そして

幸せがありますようにお祈り申し上げます。

日日記記

「ダイコクサマ」にて初詣

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!

「広報ひだか」は、再生紙を使用しています

広
報
ひ
だ
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